
２ 地理歴史・公民 

学校番号 ２１３ 

令和 2年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 詳説日本史（山川出版社）、 

副教材等 詳説日本史図録（山川出版社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

まず、時代ごとの特徴や状況などの基礎となる知識を覚えさせ、それを積み上げることによって

我々の祖先が歩んできた道をその特異性や普遍性を意識しながら理解させる。また、生徒に常に

考えさせることや事前の記憶との確認を通じて、知識を定着させていくことをも指導していく。 

２ 学習の到達目標 

・日本の通史を事実に基づき把握し、歴史の構造とその変化の過程を理解させる。 

・歴史を現代の課題と関連して主体的に学び、歴史的思考力を養う。 

・日本の歴史を世界の動きと関連して把握し、国際社会に生きる日本人としての自覚と資質を身

につける。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日本の歴史的な諸

事象・諸課題につい

て、興味・関心を持

って意欲的に学習

し、理解しようと努

めたか。 

作業学習・調べ学習

に意欲的に取り組

むことができたか。 

日本の歴史上の様々

な問題を当時の状況

や現代との比較など

から考察し、公正に判

断しようとしたか。"

また、その判断を現代

日本の諸課題と重ね

て適切に表現してい

たか。 

図解や図説の中の

資料や写真などを

適切に理解し、時代

ごとの課題や事象

を的確に判断し理

解しているか。ま

た、その図解や資料

をより多く理解の

役に立て、より立体

的に知識を構築で

きたか。 

日本史と世界の歴

史的事象について

の基本的な知識を

身につけ、相互の関

連性や課題を理解

するように努めた

か。 

評
価
方
法 

レポート 

観察など 

定期考査 

観察など 

定期考査 

観察など 

定期考査 

観察など 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 

評

価 

方

法 
a b c d 

１
学
期 

第
５
章 

武
家
社
会
の
成
長 

１、室町幕府の成立 

 

２、幕府の衰退と庶民

の台頭 

 

３、室町文化 

４、戦国大名の登場 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

a：室町幕府の性格と対外関係の特徴について、

関心を高め、意欲的に追求しようとしている。 

b:惣村の形成や土一揆の発生など庶民による自

治的な組織の成立に着目して、応仁の乱に代表さ

れる幕府の動揺や衰退を考察し、その過程や結果

を適切に表現している。 

c：南北朝・北山・東山文化の特徴の資料を収集

し、有用な情報を選択して図表などにまとめるこ

とができる。 

d：室町・戦国時代とはどんな時代であったか、 

その特徴を理解し、知識を身に付けている。 

第

一

学

定

期

考

査  

２
学
期 

第
６
章 

幕
藩
体
制
の
確
立 

 

第
７
章 

幕
藩
体
制
の
展
開 

第
８
章 

幕
藩
体
制
の
動
揺 

１，織豊政権 

 

 

 

２、桃山文化 

３、幕藩体制の成立 

 

 

１、幕政の安定 

 

２、経済の発展 

 

３、元禄文化 

 

１，幕政の改革 

２，幕府の衰退 

 

 

３，化政文化 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a：桃山文化の特徴、徳川家康の政権樹立過程、

徳川幕藩体制の特徴、吉宗の政策の特徴にたい

する関心を高め、意欲的に追求しようとしてい

る。 

ｂ：織田信長と豊臣秀吉の天下統一政策の特徴を

捉えさせ、多面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

ｃ：桃山文化の特徴の資料を収集し、有用な情報

を選択して、図表などにまとめることができ

る。 

d豊臣政権の朝鮮侵略などの意味、民衆はどのよ

うにして生産を高めたか、寛政の改革、天保の

改革はなぜ失敗したか、国学や蘭学が誕生した

背景と特徴、これらを理解し、その知識を身に

付けている。 

  

第

二

学

定

期

考

査 

３
学
期 

第
９
章 

近
代
国
家
の
成
立 

１，開国と幕末の動乱 

 

 

２,明治維新と富国強兵 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

a：ペリーと開国がもたらした日本社会の変化、

討幕運動の展開過程に対する関心を高め、意欲

的に追及しようとしている。 

b 新政府の基本政策の特徴を多面的・多角的に考

察し、その過程を適切に表現している。 

c 時代の変革期の民衆の姿がわかる資料を収集

し、有用な情報を選択して、読み取ることがで

きる。 

d新政府を民衆はどのように評価したかを考えて

理解している。 

学

年

末

考

査 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容の各項目に

おいて重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けする観点）について○を付けている。 


